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秋の終り頃になると、富山市神通川等の河川敷は、黄色の花をつける植
物の大群生でいろどられます（写真 1) 。特に富山大橋や神通大橋からは
よく見えます。この植物の名前は、セイタカアワダチソウ。北アメリカか
ら4 0 年ほど前に日本に入ってきた植物で、富山では、昭和 3 0年頃から
生育し始めた比較的新しい植物で
す。わずか、 30~40 年のあい
だに、北アメリカから入ってきた
植物が、日本の植物がいる場所で
大群生するようになったのですか
ら、その繁殖には、何か秘密がか
くされているようです。
場所を独占する秘密
河原に降りて、セイタカアワダ
チソウの群落の中に分け入ってみ
ましょう。名前の通り、この植物
の背の高さは、 2 m 以上もあつ
て、大人でさえもすっぽりとかく
れてしまいますが、群落の中は、 （万真 1) セイタカアワダチソウ
思ったより明るく、茎がばらばら
に生え、地面から 1本づつ立っているようすがよく分かります。隣の別の
植物群落では、クズやススキなどの雑多な植物が生えていて、全く地面は
見えません。セイタカアワダチノウ群落には、そ他の植物が全くと言ってい
いほど生えていないのです。 ・
セイタカアワダチソウは、根から、他の植物のタネが芽生えるのをさま
たげる物質を出しています。この結果、．セイタカアワダチソウの根もと
は、まるで除草剤をまいたかのように雑草が生えない状態になっているの
です。このよう
に、他の植物に
影響をおよぼす
、作用のことを
「アレロパシー
（他感作用）」
、といいます。
この作用で、
セイタカアワタ
チゾウは、他の
植物に生育場所
（写真 2) セイタカアワダチソウの根もとには、ほかの草が生えない を乗っ取られた
り、生育のじゃまをされることなくゆうゆうと、その場で成長し続けてい
るのです（写真 2) 。
しかし、よく見ると、セイタカアワダチソウの根元には、なんと自分達
の子どもさえもろくに育っていません。つまり、次の世代までも犠牲にし
せんきょ
て、場所を占拠していたのです。最後には、株の寿命がくるのか、自分自
身が毒にやられてしまうのか、しだいに死にたえ、ススキに場所を乗っ取
られて行くようです。
アレロパシーあっての大繁殖
一代の寿命がくるまでの 1 0 年程度の間に、セ（タカアワダチソウはお
びただしい数の種子を風に乗せてまき散らします。種子はあらゆるところ
に落ちますが、開けた明るい場所でしか定着することはできません。大部
分の種子は、無駄になっているのです。いつどこで種子が定恙で窒るかわ
からないような生活をしているセイタカアワダチソウにとって、親の株が
少しでも多く永く種子を作り続けることは、繁殖のためには、特に重要な
ことなのでず。. • (太田道人）
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